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会長挨拶

石井（司）君、伊丹君、篠木君、土屋君、中本君、中山君、

矢岸君、山口（雅）君、山田君、渡邊君

(＊出席免除会員の欠席者　片野君、田中君、中村君、山本君）

前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

２４/３１　　 　　　７７．４２%　　　　２７/３１　　 　　　８７．１０%

１９/２９　　 　　　６５．５２%　　　　　　　　  　　　　　３３名

幹事報告

　次年度会長に指名して頂きました。大変に名誉なこ

とだと思っています。同時にその責任の重さを感じて

いるところです。

　例年ですと、プレ・ペッツや地区協議会等で、会長

エレクトの勉強会がありますが、今年はコロナ禍ですべ

てが中止になりました。今、『皆さんに会長をやらせて

頂く。』という気持ちで、クラブ会長要覧等を見て、勉

強はしています。しかし未熟者です。皆さんのご指導と

ご協力がなければ会長職は務まりません。宜しくお願

いします。

　後ほど皆さんに承認を頂きますが、次年度は小林会

長ノミニー、仲原幹事、理事、役員、各委員長さんと、

よく相談、協議し、協力して、１年間クラブ運営に一生

懸命努力をしていくことをお約束します。

　ロータリーは奉仕と親睦が目的です。そのためには

継続が必要です。加藤年度がなければ次年度はあり

ません。

　今、日本中、世界中のロータリークラブの運営が、コ

ロナ禍で大変になっています。加藤年度の残り半分、

そして次年度と、皆さんのより一層のご協力をお願いし

て、会長受諾の挨拶に代えさせて頂きます。

宜しくお願いします。

次年度会長挨拶
米山晴敏君

幹事　服部光弥君

入会記念日

せせらぎ三島ロータリークラブ 検 索

　本年最後の例会になります。本年半期不慣れな会長で

したが皆様のご協力有難うございました。後期も何かとご

迷惑かけますが宜しくお願い致します。

コロナに振り回された１年でしたが、来年は平時に戻ってほ

しいものです。

　前回年次総会にて、話をさせてもらいました前年度コロ

ナによる休会の会費を戻す件、理事会にて後期分会費１３

万より１２万に減額で納付してもらう事に決まりました。

別件で三島南高校が２１世紀枠にて春の選抜高校野球に

出場できる可能性が出てきました。是非出場してもらいた

いです。

　話は変わりまして・・・

１０００キロ先のドロ－ン操作　三菱重工、防衛技術を転用

三菱重工業は１千㌔ﾒ-ﾄﾙ離れた場所から複数のドロ－ン

をまとめて操作できるシステムを２０２１年度にも実用化す

る。機体の安定飛行を可能にする防衛技術を民間向けに

転用し、一般的な商用ドロ－ンでは難しい高度な制御を

実現した。新システムでは、例えば東京にいながら鹿児島

県の種子島にある機体を飛ばすことが可能になる。秘匿

性の高いインタ－ネット回線を経由して１千㌔ﾒ-ﾄﾙ離れた

先のドロ－ンを操作する。無線でつなぐ一般的なドロ－ン

は操作場所から数㌔ﾒ-ﾄﾙの範囲でしか動けず、複数台

を同時に操作することも難しい。政府は操作者が目視でき

ない状態での有人地帯でのドロ－ン飛行を許可がない限

り認めていない。実用化にはこうした規制の緩和が不可欠

となる。

①先日お知らせしたとおり、本年の例会は今回で最後と

なります。次回皆さまとお会いできるのは1月15日の例会

となります。

新型コロナが蔓延していますので皆様　こころ静かに・・

年末年始の行動も静かに良い年をお迎えください。

12月27日　矢岸貞夫君



　本日は初めての卓話という事で何をお話しすればいいの

かと悩みましが、まだちゃんとした自己紹介をしたことがな

かったので、本日は自己紹介と、この一年間このクラブに

所属させて頂いて私なりの奉仕に対しての向き合い方を

お話しさせて頂ければと思っております。よろしくお願い致

します。

　ずーっとお話しだけだとうまくしゃべれないのでプロジェク

ターを使わせて頂き昔の写真を見て頂きながらお話しさせ

て頂きます。

　まず、私の生年月日ですが、1985年（昭和60年）8月3日

生まれです。出身は三島市谷田になります。血液型はAB

型、干支は丑年（来年は年男になります。）星座はしし座で

す。出身校は錦田小学校中学校、飛龍高校、東洋大学、

社会人になって練馬区の不動産業者に就職して約四年

前に現在の会社アカリエを創設致しました。

　ざっくりお話するとこのような経歴になりますが、私は小学

校２年生から大学卒業まで相撲部に所属致しておりまし

た。自己紹介欄にもございますが、高校の先輩に元幕内

の磋牙司、後輩に元十両の栃飛龍、先日スマイルさせて

頂きました、翠富士がいます。大学には元関脇の玉乃島・

現親方、元幕内の木村山・現親方、磋牙司、政風、丹蔵、

ここから後輩で現関脇の御嶽海、幕内筆頭の若隆景がい

ます。

　相撲をやっていた中で何が一番きつかった？とよく聞か

れますが、稽古はもちろん厳しくきつかったんですが、私は

食べるのが一番きつく辛かったです。このクラブでお玉

ちゃん食堂に支援している中でお話しするのも話しずらい

部分もございますが、食べる稽古がとにかく一番きつかっ

たです。いまから当時の写真をお見せしながらお話しさせ

て頂きます。この写真は全国中学校相撲選手権大会の時

の写真になります。当時は体重が今とほとんど変わらない

70キロ前後だったんですけど、この時は大会は予選落ちと

なりました。高校になると一気にレベルが上がりますので、

この体重だと全く通用せず当時の監督に２年生インターハ

イまでに体重を２０キロ増やしなさいと指示がありました。な

んとか増やすことが出来た写真がこれです。只体重を増

やすのではなく、稽古をしながら体重をふやすのは本当に

大変でした。当時の食事は朝、大きいおにぎり３個食べ、

昼お弁当、夜は3回に分けて部活終わりコンビニ飯、家に

帰って夕飯必ず飯は3合から4号、寝る前に餅5個を食べる

生活をしていました。本当にきつかったです。只、体重が

増えたことによって全国大会でも入賞まではありませんが、

そこそこ戦えるレベルまでいき大学は推薦で入学する事が

できました。大学は高校に比でなくもっとレベルの高いとこ

ろで、この当時は高校から大相撲にいくことが少なく、全国

のトップレベルが各大学に集まってくる時代でした。私は無

差別では結果を残すことができませんでしたが、毎年一試

合だけある全国学生相撲体重別選手権ていう試合がある

んですけど、そこで3年生、4年生の2年連続100キロ未満

級で3位になる事ができました。その時の写真がこれです。

無差別級、135キロ以上級、135キロ未満級115キロ未満

級、100キロ未満級、85キロ未満級、７５キロ未満級と細かく

分かれてるんですが、この中の100キロ未満級の階級でし

クラブ細則検討委員会

髙村勝則君

た。この時は普段は103、4キロほどあったので唯一減量し

てました。無理やり体重を増やしていたので、大学卒業か

ら3ヶ月ほどで今の体重以下まで一気に落ちました。最近

は少し太り気味なので気を付けています。以上が自己紹

介になります。ここからは私の格言とこのクラブに所属させ

て頂いて私なりの奉仕に対して考えをお話しさせて頂きま

す。今回この卓話をお話しさせて頂く事になった時に思い

返した言葉が二つありました、それは先ほどお話しさせて

頂いた私の格言でもある言葉ですが、一つ目は常に力士

であれです。これは頭文字をとった言葉ですが、理解し

あえ、協力しあえ、信頼しあえです。そして励ましあえで

す。これは相撲はあくまで個人競技ですが、一人では必

ず限界があり、強くなれないという教えでした。この言葉は

社会人になった今でも自分を律する言葉となっておりま

す。もう一つが稽古時に毎回行う5つ心得というものがある

んですが、その言葉は、一つ「ハイ」という素直な心、一つ

「ありがとう」という感謝の心、一つ「すみません」という謙虚

な心、一つ、「どうしたの」という思いやりの心、一つ「わた

しがします」という奉仕の心という言葉です。この言葉はも

う今は亡くなってしまっていますが、その当時の監督が

作ってくれた言葉で、高校の時が私の中で人生観が変

わった時なのでこの言葉もわたくしの中で格言となってお

ります。あと一つ、相撲言葉で恩返しって言葉があるんで

すが、普通恩返しといえば「自分にとってよいことをしてく

れた相手に感謝し、それにふさわしい行為をして返す」と

いう意味ですが、相撲言葉では少し違くて「相撲における

とは恩返しとはかつて世話になった者に勝つことである。」

なですね。この言葉を私は諸先輩方から頂いたご厚意は

直接感謝を返すのではなく、後輩たちに繋いでいくことだ

と私は思っております。なので相撲という競技はもうしてお

りませんが、相撲道を道は歩んでいこうと思っております。

奉仕の仕方は人それぞれ違うかと思いますが、奉仕の心

は忘れずにこれからもこのクラブで何か出来ればと思いま

す。ご清聴ありがとうございました。

 

卓話

髙村勝則君：昨日のゴルフコンペで優勝しました。期待に

お応え出来てよかったです。本日は初卓話です。よろしく

お願いいたします。

服部光弥君：昨日のゴルフコンペにて準優勝しました。そ

の後練習場に行きましたが、シャンク７連発！恥ずかしく

なって即帰りました。

田村康晃君：昨日のゴルフ同好会にて見事3位入賞致し

ましたのでスマイル致します。ハンディが3打も少なくなって

しまいましたが来年こそ優勝したいです。

大庭靖貴君：昨日はゴルフ同好会お疲れ様でした。この

季節に穏やかな天気でできてよかったです。次回は来年3

月24日の予定です。ご参加よろしくお願いいたします。

仲原実圭君：昨日ゴルフコンペに参加しました。入会以来

初めてブービーメーカーを取りましたのでスマイルします。

山口辰哉君：今年最後のスマイルです。

藤川智徳君：今年最後の例会にスマイルします。今年一

年ありがとうございました。皆さん、どうもお疲れ様です！

スマイルボックス


